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　２月４日に、仁淀川清流保全推進協議会と高知県の
主催で「仁淀川シンポジウム」が、すこやかセンター
伊野で開催され、約170名の参加がありました。
　最初に、デザイナーの梅原真さんから「リバーはラ
イバル～仁淀川vs四万十川」と題して、自身が手掛け
た四万十川などでの事例を踏まえて、仁淀川流域の魅
力の発信方法について基調講演がありました。
　続くポスターセッションでは、仁淀川流域の保全や振興の取り組みについて５名の方か
ら発表があり、その発表に対して会場との熱心な意見交換が行われました。
　最後のパネルディスカッションでは、梅原さんにもパネリストとして参加いただき、仁
淀川の清流を守っていくための取り組みや川との関わりについて、各パネリスト自身の川
体験を踏まえて熱く語り合っていただきました。
　また会場のロビーでは、ＮＨＫ提供による仁淀川の美しい写真パネルの展示や流域の特産
品やパンフレットなどの展示があり、参加者は熱心に見ていました。

仁淀川シンポジウム開催報告


